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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主成分としてＳｉＯ２、Ｎａ２Ｏ、及びＣａＯを有するガラスであって、それが異なる
組成を有する二つの非晶質相を含み、それらの二つの相の一方が他方の相の体積に分散さ
れた含有物の形態であり、前記含有物が結晶粒子を含み、ガラスがフッ素元素を含まない
ことを特徴とするガラス。
【請求項２】
　全重量の百分率割合として６０～８５％のＳｉＯ２、１～２５％のＮａ２Ｏ、及び１～
２５％のＣａＯを含むことを特徴とする請求項１に記載のガラス。
【請求項３】
　含有物が小滴またはバーミキュライトの形態であることを特徴とする請求項１または２
に記載のガラス。
【請求項４】
　結晶粒子が含有物の表面に及び／又は含有物の体積内にあることを特徴とする請求項１
～３のいずれかに記載のガラス。
【請求項５】
　鉛元素を含まないことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載のガラス。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載のガラスから構成されることを特徴とするシート。
【請求項７】



(2) JP 5650751 B2 2015.1.7

10

20

30

40

50

　請求項６に記載のシートを少なくとも一枚含むことを特徴とする物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の分野は、ソーダ石灰シリカ系のガラス材料の分野である。より詳細には、本発
明は、良好な機械的強度、特にスクラッチ伝播に対する良好な耐性を有し、かつ改良され
た焼入れを可能にするソーダ石灰シリカガラスに関する。本発明によるガラスは、これら
の特性を心地良い美的外観と組み合わせて有する。
【背景技術】
【０００２】
　ガラスは、その最も広い定義では、非晶質であり、結晶秩序を持たず、等方性である材
料である。結晶化可能な化合物の成分を含むかかるタイプの非晶質材料の製造時に、失透
として知られる結晶化現象が起こりうる。結晶化が偶然に又は制御されない態様で起こる
とき、それは、結晶の形成に導き、それは、相対的に大きく、極めて種々のサイズを有し
、かつしばしば表面で針状結晶の形でガラスマトリックスに不均一に分散されている。か
かる結晶の存在は、得られたガラスの光学的欠陥（透明性の低下）及び／又は機械的欠陥
（機械的応力に対する抵抗力の低下）をもたらす。
【０００３】
　さらに、別の望ましくない現象もガラスの製造時に起こりうる。これは、液体／液体の
相分離、又は偏析であり、それは異なる組成の非晶質相の生長に相当する。多くの溶融さ
れたケイ酸塩では、異なる組成の二つの液体相を観察することができることが良く知られ
ており、それは次いで非混和性として言及される。多くの溶融された液体の相図は、液相
線温度より上で安定である非混和性又は混和性ギャップの領域を示す：これは、シリカ富
含組成物の場合において、アルカリ土類金属ケイ酸塩に対して特に当てはまる。他の場合
において、例えばアルカリ金属ケイ酸塩では、この非混和性は液相線温度以下で観察され
る（準安定非混和性）。それゆえ、相分離が起こる温度に加熱される均質ガラスは、異な
る組成を有する二つのガラスに分離するだろう。異なる形態を有する非晶質相間に界面を
生成する二つのタイプの相分離がある。これらの二つのタイプの界面は図１に示されてい
る：（ａ）分離は核生成／生長機構によって起こり、この場合において、分離はガラス状
マトリックスに分散される「小滴（ｄｒｏｐｌｅｔｓ）」として言及される分離された含
有物を発生する、又は（ｂ）分離はスピノーダル分解（自発的分離）によって起こり、こ
の場合において、それは「バーミキュライト」としてしばしば記載される含有物の外観を
形態的にもたらし、二つの非晶質相間により拡散した境界を有する結び付けられた構造を
発生する。相分離は、それがガラス中に偶然に起こると、このガラスのテキスチャーを改
変し、望ましくない光学的及び機械的な異質性に導く。Ｎａ２Ｏ－ＣａＯ－ＳｉＯ２系に
属するガラスの特定の場合において、相分離現象はＢｕｒｎｅｔｔらによって調査された
（Ｐｈｙｓｉｃｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｇｌａｓｓｅｓ，Ｖｏｌ．１１
，Ｎｏ．５，１９７０年１０月発行）。
【０００４】
　数十年間にわたって、ソーダ石灰シリカガラスの組成はさらに、これらの望ましくない
失透及び相分離現象を制限し、従って完全に非晶質のガラス状材料を得るために最適化さ
れた。
【０００５】
　それでもなお、無機ガラスの透明性にかかわらず、微小構造界面の不存在は材料の脆性
に導く。この固有の機械的脆性は機械的衝撃に対する抵抗性の低下をもたらす。特に、ガ
ラスの美的外観は、その使用及び／又はその輸送時にスクラッチ又は摩耗の形成によって
大きく劣化されることが多い。さらに、たとえガラスが硬くても、それは脆く、あまり強
靭ではない。即ち、切れ目及び粒子境界の不存在に続いてスクラッチ又はクラックの伝播
に対する抵抗性がない。
【０００６】
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　同様に、あまり良好に熱を伝導しないソーダ石灰シリカガラスは、それが加熱される場
所で高い膨張率を示す。膨張されたガラスは周囲部分に圧力を及ぼし、それはガラス物体
の破裂に導き、いわゆる「熱破壊（ｔｈｅｒｍａｌ　ｂｒｅａｋａｇｅ）」に導く。
【０００７】
　今日、ソーダ石灰シリカガラス産業に極めて広く使用されるガラスの熱的な「焼入れ」
は、機械的強度及び耐熱性を改良することを可能にする。
【０００８】
　不幸にも、この熱処理は、いったん実施されたら、例えばそれがシートの形であるなら
、製品の続く切断を可能にしない。この場合において、機械的加工及び最終的な縁取りを
焼入れの前に実施することが重要である。後者のポイントは、タイル張りの床又はカウン
ターのような改良された機械的強度を要求するガラス製品に対して大きな欠点を示す。な
ぜなら、それはその設置のために切断を要求することが多いからである。さらに、ソーダ
石灰シリカガラスの焼入れは扱いにくく、「薄板ガラス（ｔｈｉｎ　ｇｌａｓｓ）」とし
て知られるガラス、即ち約２．５ｍｍ未満の厚さを有するシートの形のガラスに対しては
不可能である。実際、焼入れによって誘導される１００ＭＰａのオーダの表面の圧縮応力
はかかるガラスシートに対して不可能である。この制限は、９０×１０－７／℃のオーダ
のソーダ石灰シリカガラスの熱膨張率（ＣＴＥ）の値に由来する。ガラス材料の世界では
、ＣＴＥが増加するときに焼入れが促進されることが良く知られている。従って、ソーダ
石灰シリカガラスに対する高いＣＴＥ値は改良された焼入れを可能にし、例えば焼入れさ
れた薄板ガラスへのアクセスを提供するだろう。
【０００９】
　ガラスの機械的強度、特にそのスクラッチ伝播に対する耐性を改良する一つの既知の方
法は、ガラス上に付着された表面層の適用である。この技術は、外部の機械的応力に対し
て前記層の特別な機械的強度から恩恵を受けることを目的とする。それでもなお、保護層
の厚さは制限され、肉眼で見えるスクラッチは、保護されていないガラスを外部の環境に
露出し、ガラスの砕けやすい領域にクラック開始の創成に導く。さらに、かかる層の付着
は、ガラスのスクラッチ耐性を改良するだけであり、その熱膨張率をいかなる方法でも改
変しない。
【００１０】
　ガラス材料の分野では、非晶質ガラス相及び結晶質相を含むガラスは従来周知である。
これらのガラスは、ガラスの制御された均一な失透から生じる。ガラス結晶材料としても
知られ、一般にガラスセラミック材料として知られる半結晶セラミックへの変換は、制御
された熱処理によってガラスから得られ、その熱処理は、材料の体積に均一に分散された
高密度の小結晶を生成することを可能にする。制御されない失透とは異なって、結晶のこ
の均一な分布は、製品の機械的特性を改良することを可能にする。実際、あるガラスセラ
ミックは高いスクラッチ耐性及び高い引張強度を有し、さらに高温での膨張の不存在を有
し、それはそれらを熱衝撃に対して実際に攻撃されにくくする。様々な結晶の割合及び性
質を制御することによって、ガラスセラミックのＣＴＥは調整されることができ、極めて
低い値がしばしば達成される。
【００１１】
　これらの特性に基づいて、かかるタイプのガラスに対して多数の用途が開発されている
。ガラスセラミックは例えば暖炉内の横棚又は煙突壁の製造のために使用されている。
【００１２】
　数十年間にわたって、そして１９５０年代の中頃に市場へのガラスセラミックの出現以
来、幾つかの会社が、ガラスの部分結晶化に基づいてガラスセラミックを開発している。
既知の組成は、例えばＬｉ２Ｏ－ＳｉＯ２（ケイ酸塩）系又はＬｉ２Ｏ－Ａｌ２Ｏ３－Ｓ
ｉＯ２（アルミノケイ酸塩）系に基づく。さらに、それらは、ＴｉＯ２、ＺｒＯ２又はＰ

２Ｏ５のような一種以上の核形成剤を持つことが多い。他方、従来技術は、Ｎａ２Ｏ－Ｃ
ａＯ－ＳｉＯ２ソーダ石灰シリカ系においていかなるガラスセラミックも提案しない。さ
らに、この系に属するガラスの体積において均質な結晶を生成することは不可能であるこ
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と、及び制御されない不均質な結晶だけがこの場合において得られうることが科学文献に
おいて、特にＰｈｙｓｉｃｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｇｌａｓｓｅｓ（Ｖ
ｏｌ．１４，Ｎｏ．２，１９７３年４月）発行のＳｔｒｎａｄらによる論文において主張
されている。
【００１３】
　多くの既知のガラスセラミック材料は、非晶質ソーダ石灰シリカガラスよりずっと高い
機械的強度及び耐熱性を有するが、それらは、それでもなお製造するにはずっと費用が高
く、従って経済的な理由のために標準的な用途に置き換えることができない。その製造の
容易性及び原材料の低コスト価格のため、ソーダ石灰シリカガラスは、ガラス産業におい
て、特に建造物、自動車及び装飾市場に対して優位な地位を維持している。
【００１４】
　従って、増大した機械的特性、特にスクラッチ伝播に対する良好な耐性を有し、かつ改
良された焼入れを可能にするソーダ石灰シリカガラスを製造することに明らかな経済的な
利点がある。
【００１５】
　さらに、ガラス相及び結晶質相を含む「乳白ガラス」として知られるガラスもまた、従
来良く知られており、結晶の意図的な又は制御された結晶化によって乳白剤（通常はフッ
化物）をケイ酸塩、アルミノケイ酸塩、又はホウケイ酸塩中に導入することによって得ら
れる（フッ化物の添加の場合、結晶は通常はＣａＦ２又はＮａＦである）。毎日の生活に
多く存在する乳白ガラスは、不透明であり、光を拡散する。それゆえ、主に装飾用途にお
いて、そして食卓用食器類または照明器具のような消費者製品の製造において多く使用さ
れている。商標Ａｒｃｏｐａｌ（登録商標）の下で販売される従来の乳白ガラスは、主に
白色であり、フルオロケイ酸塩である。それでもなお、ガラス組成物中へのフッ化物のよ
うな従来の乳白剤の導入は、二つの主要な欠点：即ち（ｉ）環境に対する否定しようがな
い負の影響、及び（ｉｉ）溶融炉の耐火材料の腐食現象の増加を与える。
【００１６】
　従って、乳白ガラスに匹敵する心地良い美的外観を有するが、フッ素を含有しないソー
ダ石灰シリカガラスを得ることに関心がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明の一つの目的は、特に技術的課題を解決することによって従来技術の欠点を克服
すること、即ち、増大した機械的特性、特にスクラッチ伝播に対する良好な耐性を有し、
かつ改良された焼入れを可能にするソーダ石灰シリカガラス、即ちＮａ２Ｏ－ＣａＯ－Ｓ
ｉＯ２系に属するガラスを得ることである。
【００１８】
　本発明の別の目的は、所望の機械的強度、及び改良された焼入れを可能にすることに加
えて、意図される用途の機能として望ましい美観を有するソーダ石灰シリカガラスを提供
することである。本発明は、この文脈において、透明であるか、又は乳白ガラスに匹敵し
うる心地良い乳白色の外観を有するソーダ石灰シリカガラスを提供することを提案する。
【００１９】
　最後に、本発明の一つの目的は、簡単で、経済的で、かつ環境への影響が少ない、従来
技術の欠点に対する解決策を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　一つの特別な実施形態によれば、本発明は、主成分としてＳｉＯ２、Ｎａ２Ｏ、及びＣ
ａＯを有するガラスであって、それが異なる組成を有する二つの非晶質相を含み、それら
の二つの相の一方が他方の相の体積に分散された含有物の形態であるガラスに関する。
【００２１】
　本発明によれば、前記含有物は結晶粒子を含む。
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【００２２】
　従って、本発明によるガラスは、従来技術からの材料の欠点を克服し、上述の技術的課
題を解決することを可能にする。特に、本発明者は、非晶質／非晶質の界面で及び／又は
相分離によって作られた含有物の体積内での結晶化と組み合わされた相分離現象を発生す
ることによって、改良された機械特性、特にスクラッチ伝播に対する良好な耐性を有し、
かつ美観的に許容可能又は心地良い外観を有するソーダ石灰シリカ系のガラスを得ること
が可能であることを示した。この結果は、ソーダ石灰シリカガラスの一般的な用途（建造
物、自動車など）に必要な透明性及び均質性が当業者を常に非晶質材料だけを考えること
に導き、当業者を常にガラスの組成及びその製造方法を最適化して望ましくない失透及び
相分離現象を防止又は少なくとも制限することに促していたことを考えれば驚くべきこと
である。
【００２３】
　さらに、本発明者は、極めて驚くべきことに、結晶化と相分離を組み合わせたソーダ石
灰シリカガラスが、対応する完全に非晶質のガラスより高いＣＴＥ値を達成できることを
証明した。
【００２４】
　従って、本発明による相分離されたソーダ石灰シリカガラスは、増大した機械的強度、
特にスクラッチ伝播に対する良好な耐性を有し、それはまた、改良された焼入れを可能に
する。このガラスはさらに、経済的であり、建築産業または自動車産業における標準的な
用途に対して美観的に受け入れ可能である。
【００２５】
　本発明はまた、前述のようなガラスから構成されたシート、及びかかるシートを少なく
とも一枚含む物品に関する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
　本発明は、より詳細にかつ限定されない態様で記載されるだろう。
【００２７】
【図１】図１は、従来技術からの相分離されたガラスの電子顕微鏡写真によって得られた
画像を表わす。
【００２８】
【図２】図２は、本発明による結晶粒子の位置を表わす。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明によるガラスは、ソーダ石灰シリカ材料、即ちＮａ２Ｏ－ＣａＯ－ＳｉＯ２系に
属するガラスである。従って、本発明のガラスは、主成分としてＳｉＯ２、Ｎａ２Ｏ及び
ＣａＯを有する。特に、本発明のガラスは、全重量による百分率として６０～８５％のＳ
ｉＯ２、１～２５％のＮａ２Ｏ、及び１～２５％のＣａＯを含む。さらに、それはＫａ２

Ｏ、ＭｇＯ、Ａｌ２Ｏ３、ＢａＯ、様々な染料、又はレドックスを改変する添加剤から生
じる残余のような少量の他の成分（ＮａＮＯ３、Ｎａ２ＳＯ４、コークスなど）を含んで
もよい。好ましくは、これらの成分は、もしそれらが本発明のガラスに存在するなら、合
計でガラスの１５重量％を越えないだろう。
【００３０】
　本発明の一つの特別な実施形態によれば、ガラスはフッ素元素を含有しない。従って、
かかるソーダ石灰シリカガラスは、特に乳白ガラスと比較して環境への影響が低い。なぜ
なら、その乳白剤は従来これらの成分の一つに基づいているからである。本明細書におい
て、「フッ素元素を含まない」という表現は、ガラスが微量のフッ素元素しか含まないこ
と意味する。好ましくは、ガラスは５００ｐｐｍ（重量による）未満の量のフッ素元素し
か含有しない。
【００３１】
　本発明の一つの特別な実施形態によれば、ガラスはリチウム元素も含有しない。酸化リ
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チウムはＮａ２Ｏ及びＣａＯのような酸化物より高価であるので、ソーダ石灰シリカタイ
プのかかるガラスは、通常、酸化リチウムを含む従来技術から知られたガラスセラミック
材料と特に比較すると、否定できない経済的な利点を持つ。「リチウム元素を含まない」
という表現は、本発明のガラスがこの元素を微量しか含まないことを意味する。好ましく
は、ガラスは５００ｐｐｍ（重量による）未満の量のリチウム元素しか含有しない。
【００３２】
　あるいは、本発明の別の特別な実施形態によれば、ガラスは、酸化物の形態で表わすと
３重量％付近までの範囲の量でリチウムを含むことができる。これらの量でのリチウムの
存在は、溶融状態のガラスの粘度を低下し、従って結晶化を有利にすることを可能にする
。
【００３３】
　別の好ましい実施形態によれば、本発明のガラスは鉛元素を含まない。「鉛元素を含ま
ない」という表現は、本発明のガラスがこの元素を微量しか含まないことを意味する。
【００３４】
　別の好ましい実施形態によれば、本発明のガラスはホウ素元素を含まない。「ホウ素元
素を含まない」という表現は、本発明のガラスがこの元素を微量しか含まないことを意味
する。
【００３５】
　本発明によるガラスは、異なる組成を有する二つの非晶質相を含み、二つの相の一方は
、マトリックス相として知られる他方の相の体積に分散された含有物の形態である。
【００３６】
　本発明によれば、本発明のソーダ石灰シリカガラスは、異なる組成を有する二つのガラ
ス質相を含む。特に、本発明のガラスは、含有物の形態でガラス質相を含み、それはＳｉ
Ｏ２に富み、ナトリウム及びカルシウムのような、ネットワーク改変元素に富む他のマト
リックスガラス質相に分散される。
【００３７】
　本発明の一つの特別な実施形態によれば、含有物は小滴の形態またはバーミキュライト
の形態である。
【００３８】
　本発明によれば、含有物は結晶粒子を含む。
【００３９】
　本発明のガラスは、幾つかの粒子の集合体の形で又は分離された形で結晶粒子を含むこ
とができる。
【００４０】
　一つの特別な実施形態によれば、結晶粒子は５ｎｍ～５００μｍのサイズを有する。好
ましくは、透明なガラスを得るためには、結晶粒子は５ｎｍから５００ｎｍのサイズを有
する。好ましくは、乳白ガラスに匹敵しうる乳白色の外観を有するガラスを得るためには
、結晶粒子は５００ｎｍ～５００μｍのサイズを有する。
【００４１】
　本発明によれば、結晶粒子は以下で見い出される：
（ｉ）含有物の表面で、又は
（ｉｉ）含有物の体積内で、又は
（ｉｉｉ）含有物の表面で、及び含有物の体積内での両方で。
【００４２】
　表現「含有物の表面での結晶粒子」は、非晶質／非晶質の界面で結晶化された粒子を意
味するものとして理解される。
【００４３】
　結晶粒子の位置は、小滴型の相分離の場合には図２に示される：
（ｉ）含有物の表面で（位置１）、又は
（ｉｉ）含有物の体積内で（位置２）、又は
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（ｉｉｉ）含有物の表面で、及び含有物の体積内での両方で（位置１及び２）。
【００４４】
　有利には、含有物の表面での結晶粒子の存在は、機械的特性、特にクラック伝播に対す
るガラスの耐性をさらに改良することを可能にする。含有物の表面での結晶粒子の存在は
また、含有物の体積における過剰な結晶化を制限し、従って前記含有物の体積内の生長を
防止することを可能にする。
【００４５】
　本発明の別の特別な実施形態によれば、結晶粒子が含有物の表面で見い出されるとき、
それらは、透輝石（ＣａＭｇＳｉ２Ｏ６）、デビトライト（ｄｅｖｉｔｒｉｔｅ）又は珪
灰石（ＣａＳｉＯ３）のようなガラスの組成全体から結晶化しうる化合物から構成される
ことができる。同様に、それらは、ＢａＯ、ＴｉＯ２、ＺｒＯ２、Ｎｂ２Ｏ５などのガラ
スの組成全体に少量添加された化合物から構成されることができる。
【００４６】
　本発明のさらに別の特別な実施形態によれば、結晶粒子が含有物の体積内に見い出され
るとき、それらは本質的にＳｉＯ２から構成される。ガラスの組成から生じる成分やマト
リックス相に本質的にある不純物はそこに少量存在させてもよい。もしかかる不純物が結
晶粒子に存在するなら、それらは全体で５重量％未満の量で存在させることが好ましい。
より好ましくは、それらは全体で２重量％未満の量で存在させる。
【００４７】
　本発明のこの特別な実施形態によれば、結晶ＳｉＯ２粒子はこの成分の単一多形の形態
であることができる。あるいは、結晶ＳｉＯ２粒子は複数のＳｉＯ２多形の形態であるこ
とができる。本発明によるガラスはまた、単一のＳｉＯ２多形の形態の粒子と、複数のＳ
ｉＯ２多形の形態の粒子を同時に含んでもよい。
【００４８】
　ＳｉＯ２多形の例は石英（α又はβ）、クリストバライト（α又はβ）又はトリジマイ
ト（α又はβ）である。
【００４９】
　本発明の一つの特別な実施形態によれば、ＳｉＯ２の結晶粒子は本質的にクリストバラ
イトの形態である。
【００５０】
　本発明によるガラスは、対応する完全に非晶質のガラスと比較して高い機械的強度、特
にスクラッチ伝播に対する良好な耐性を有する。
【００５１】
　材料の機械的強度は、硬度及び強靱性に関して表現されることが多い。硬度は、引っ掻
き（スクラッチ）又は摩耗される材料の能力を特徴づける（ＭＰａ又はＧＰａで表示）。
強靱性は、存在するクラックの伝播に耐える材料の能力である。脆性（Ｂ）はこれらのパ
ラメータを補足し、硬度（Ｈ）と強靭性（Ｋｃ）の間の比（Ｈ／Ｋｃ）（μｍ－０．５で
表示）に相当する。本発明では、硬度と脆性はビッカース圧子によって測定される。
【００５２】
　好ましくは、本発明によるガラスは６．５μｍ－０．５未満の脆性を有する。比較する
と、この値は、特別な処理なしの完全に非晶質のソーダ石灰シリカガラスについては約７
μｍ－０．５である。
【００５３】
　さらに、ガラスは、対応する完全に非晶質のガラスより高いＣＴＥを有する。
【００５４】
　材料の部分的加熱又は部分的冷却は、もしそれが低い熱伝導性を持つなら、完全に非晶
質のソーダ石灰シリカガラスに対する場合と同様に熱破壊を起こしうる応力に導きうる。
【００５５】
　部分的加熱又は部分的冷却のそれぞれの時の材料のこの膨張又は収縮現象の大きさは通
常、線形熱膨張率によって規定される。この熱膨張率（ＣＴＥ）は１℃の変動に対する単
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【００５６】
　好ましくは、本発明によるガラスは、２５～３００℃の範囲の温度変化に対して測定す
ると、１００×１０－７／℃より大きいＣＴＥを有する。比較すると、特別な処理のない
完全に非晶質のソーダ石灰シリカガラスの同じ温度範囲のＣＴＥは９０×１０－７／℃の
オーダである。
【００５７】
　この高いＣＴＥ値のため、本発明のガラスは改良された焼入れを可能にする。改良され
た焼入れを可能にするガラスは、対応する完全に非晶質のガラスに等価な表面での圧縮応
力を得るために低温でかつ／又は短かい時間で焼入れを要求するガラスであるものとして
理解される。従って、この利点はエネルギーの節約を可能にし、それは環境及び経済の見
地から本発明の追加のプラスの効果をもたらす。同様に、改良された焼入れを可能にする
ガラスはまた、等価な熱処理に対して、対応する完全に非晶質のガラスより大きい表面で
の圧縮応力を有するガラスを意味するものとして理解される。最後に、改良された焼入れ
を可能にするガラスはまた、このガラスから作られた「薄板」シートの焼入れを可能にす
るガラスを意味するものとして理解される。
【００５８】
　本発明によるソーダ石灰シリカガラスは、非晶質／非晶質の界面で及び／又は相分離に
よって作られた含有物の体積内での結晶化と結合された相分離現象を発生することができ
るいかなる方法によっても得られることができる。
【００５９】
　特に、本発明によるガラスは、二つの手段：（ｉ）溶融状態のガラスの制御された熱処
理（セラミック化（ｃｅｒａｍｉｚａｔｉｏｎ））、又は（ｉｉ）同じ全体組成を有する
が完全に非晶質の状態で前もって凝固されたガラスの制御されたアニーリングによって得
られることができる。
【００６０】
　両場合において、セラミック化として知られる熱処理が実施される。セラミック化は一
般に、公知の方法で以下の工程を含み、それは数回繰り返されることができる。
ａ）温度を、核形成範囲を越えて位置される温度Ｔ（セラミック化プラトー）まで上昇さ
せる；
ｂ）温度Ｔを時間ｔの間、維持する；
ｃ）周囲温度まで急冷する。
【００６１】
　本発明によるガラスは、異なる形状及びサイズの物品を製造するために使用されること
ができる。それは、例えば瓶、照明設備の球形のガラス器及び装飾物体を製造するために
使用されることができる。
【００６２】
　特に、本発明のガラスは、前記ガラスのシートを製造するために使用されることができ
る。この実施形態によれば、そのスクラッチ伝播に対する耐性の増加によって、それは例
えば台所又は実験室のカウンター、テーブル及び棚のために、又は床（敷石、通路）とし
て使用されることができる。さらに、この実施形態によれば、ガラスが改良された焼入れ
を可能にすることによって、それはまた、太陽電池パネル又は自動車窓ガラスユニットを
製造するために使用されることができる。
【００６３】
　前記ガラスを一枚より多く含む本発明による物品の一例は、安全面を改良するために「
積層」された、即ち一枚以上のプラスチック中間層フィルムによって合わせられた二枚の
シートを含む壁である。
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